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大将ありがとうございました！ 
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S m i l e  c r e a t i o n 

  
「めねぎのうえんのガ・ガ・ガーン！」より：合同出版 

 

大将が店を締める決断を 

しました。「老いぼれてか 

らじゃ辞められないから、 

いま辞める」と。大将らし 

い辞め方です。 

「姫ねぎ」を誕生させ 30 年「姫ねぎ」を握り続けて

くれました。感謝しかありません。 

大将のお陰で「めねぎのうえんのガ・ガ・ガーン」絵

本になりましたと報告に行ったときとても嬉しそうに

笑ってくれました。もう大将の寿司が食べれないのは淋

しいですがより栽培技術を進化させ日本の寿司には「姫

ねぎ」が定番に入るまで挑戦して行きます。 

 ３０年前、私が初めて寿司屋のカウンターに座った日

のことです。私が農家だと知った大将が「それじゃ～芽

ねぎつくれや！！」と芽ねぎ寿司を食べさせてくれまし

た。芽ねぎというものを初めて見て眺めていると大将が

「農家なのに知らないのか！馬鹿だな！」と。 

ここで自分が芽ねぎをつくればまた寿司屋のカウン

ターに座れるのではと思いこれは作るしかないと決断

し「こんど芽ねぎ作って持って来ます！」と、できるか

どうかわからないのに返事をしたのが始まりです。 

まさかその芽ねぎが『姫ねぎ』となり農園の大黒柱に

なるとは誰が想像したでしょう？ 

怖い大将は、試作の芽ねぎを持っていくだびに「これ

をお客に出せると思うか！馬鹿だな！」と𠮟咤激励では

なく叱咤叱咤でした（（笑）そんな大将の叱咤のお陰で

「姫ねぎ」が誕生したのです。 

2 年間、寿司屋に通い続けたころ「よくできてる。こ

れなら売れるぞ！」と初めてお褒めの言葉いただきまし

た。すると本当に全国の市場から注文が入るようになっ

たのです。大将の笑顔を創造することは他のお寿司屋さ

んの笑顔を創造することでもあったのです。 

 

 

大 将 の 教 え 

 市場から注文が入るようになりました。注文をもらえ

るということは定価販売となります。価格を市場が決め

るのか、自分が決めることができるのかは大違いです。 

 あとで仕入れ業者さんが教えてくれてわかったこと

ですが、2 年のあいだ私が市場に出荷していた芽ねぎは

すべて大将が買い取ってくれていたそうです。しかし、

仕入れた芽ねぎは全部ゴミ箱行きだったそうです。 

『「俺がつくれって言ったからな～」と言ってたよ！大

将らしいな～』と仕入れ業者の方が。 

自分は、野菜なんだからと市場に出荷していました。

大将は、「これは商品じゃない！」とゴミ箱に捨ていたの

だと思います。大将の合格は、商品目線の基準だったの

です。私の基準は、農家基準でした。この基準の差が、

価格決定の差であることを学びました。 

～今月の活動～ 

１２月８・９・１０日 沼津経営塾・静岡経営塾 

１２月１１～13 経営戦略講座 

１２月１９日 宮城県農業法人協会 
 

◎参 加 できます！ 毎 月 開 催 

１２月１５日金曜日 浜松建設的な生き方を学ぶ会 

19：00～２１：００ 開催場所：京丸園  

オリジン・コーポレーション 杉井保之氏をお招きしての勉強会

です。参加費 1,000円 事前連絡お願いします。 

静 岡 新 聞 
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